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令和２年度水稲・園芸・畜産振興計画 

島根県農業協同組合 島根おおち地区本部 

農業振興基本方針 

「食と農を基軸とした地域に根ざした協同組合」として、相互扶助の理念に基づき、消費者へ安全・安心な国

産農畜産物をお届けし、農業者の所得増大、地域の活性化を実現するため、様々な取り組みを行い、農業

のさらなる成長を促します。 
島根おおち地区本部の特色である自然環境と地理的条件を活かした農業振興を強化すると共に基本理念であ

る「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」に向け以下の取り組みを行います。 

１．水稲・・・販売に結びついた米の生産を基本とした、消費者と農家を繋ぐ取り組み 

２．園芸・・・複合経営による所得確保を目指した作物の提案や水田フル活用に向けての取り組み 

３．畜産・・・畜産総合センターを活用した生産基盤維持に向けての取り組み 

４．食育・・・農業を通じて食の大切さを次世代に引き継ぐ取り組み 

５．地域・・・担い手経営体や担い手の経営安定に向けての取り組み 

 

１．水稲の振興 

令和元年における全国の主食用水稲作付面積は１３７．９万ｈａで、前年より７千ｈａの減少となっています。 

米の全国作況指数は９９で予想収穫量７３４万６千ｔの見込みで、前年産に比べ７万６千ｔの減少が見込まれていま

す。島根県の作況指数は、９９で（県西部は９７）１０a 当り収穫量は５０６ｋｇの「平年並み」となりました。 

 米の品質においては、管内の１等米比率は８２．７％（１０月末現在）（前年８７．９％）と前年を下回り、格下げ理由として

はコシヒカリを中心に「心白粒」・「基部未熟粒」が大半を占めていました。これは、登熟期高温と水分不足が原因と考えら

れ、今後の栽培においては気象に応じた水管理と昼夜の温度差を設ける夜間潅水など、高温障害対策をしていく事が重

要となります。また、本年は晩生品種を中心に「ウンカ被害」が多発し、管内で１８ｈａの被害圃場がありました。今後ウンカ

の飛来情報などに注意し、指導を強化して参ります。 

 品種においては、高温障害を受けにくい「きぬむすめ」、「つや姫」の品種転換を進めており、特に特別栽培米「つや姫」

は前年比１１８％増の約６５ｈａとなりました。 

ＪＡしまねでは、２段階の支払い制度を設け、出荷時と年末の追加払いで農家の所得向上を図っております。今後も、

管内の特別栽培米の更なる振興と島根おおち産米全体の品質向上及び有利販売につながる米づくりを目指していきま

す。 

 

（１）【販売に結びついた米生産の取り組み】 

  特別栽培米「石見高原ハーブ米○Ｒ 」の生産量確保と、近年評価の高まっている「つや姫」の栽培面積の拡大を図

り、消費者や販売店の要望に即した「販売に結びついた米づくり」に取り組むことで農家所得の向上を目指しま

す。 

   １）特別栽培米「石見高原ハーブ米コシヒカリ」の振興 

    生協に結びついているハーブ米コシヒカリにおいては、品質維持と安定供給を目指し生産面積の拡大に取り 

組みます。 

    ・生産地域 邑南町 

    ・販売先  生協ひろしま・生協ＣＳ 

    ・供給量  ２年度供給量 ５００ｔ  栽培面積 １５５ｈａ 

   ２）特別栽培米「石見高原ハーブ米きぬむすめ」の振興 

    品質の安定しているハーブ米きぬむすめについては、生産数量の確保と販売先への定着を図ります。 

    ・生産地域 邑南町 川本町 美郷町 江津市桜江町  

    ・販売先  関東、関西、生協ＣＳ 

    ・供給量  ２年度供給量 １９０ｔ 栽培面積   ６０ｈａ 

３）特別栽培米「つや姫」の振興 

    高温登熟性に優れ、コシヒカリと同様の作期と同等の販売価格が見込めるため、コシヒカリの１等米比率の低

い地帯で代替品種として栽培に取り組みます。 

元年産米は、昨年度より品質が向上したことから、引き続き島根県指針どおり適正管理を指導していきます。 

    ・生産地域 邑南町 川本町 美郷町 江津市桜江町  

    ・供給量  栽培面積 ７０ｈａ 

   ４）石見高原ハーブ米の振興                （事業費 ７００千円） 

     【新規生産者又は増反生産者増反分】 レッドクローバー、クリムソンクローバーの種子代金全額助成 

     【継続生産者】 レッドクローバー、クリムソンクローバーの種子代金１／３助成 
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（２）【特別栽培米の生産計画】 

 ハーブ米コシヒカリ ハーブ米きぬむすめ つや姫 

面積(ha) 出荷量(t) 面積(ha) 出荷量(t) 面積(ha) 出荷量(t) 

Ｈ２８（実績） １３１ ４４５ ２５ ９８ ２８ ９２ 

Ｈ２９（実績） １５６ ５３４ ２２ ８５ ４２ １３６ 

Ｈ３０（実績） １５１ ５１０ ３２ １１０ ５７ １６５ 

Ｒ１（実績） １５４ ４９６ ５６ １６７ ６５ １７９ 

Ｒ２（目標） １６５ ５００ ６０ ２３０ ７０ ２３０ 

 

（３）【地力増進対策による品質及び収量の向上】   

   堆肥や土壌改良材等の土づくり資材の使用が減少し、地力低下や気象変動による品質悪化・収量減少が問題

となっております。土づくり資材を利用し地力の回復を図り健全な稲体づくりを行うことで、品質・収量の向上に

取り組みます。 

 １）堆肥及び土壌改良材の施用により品質・収量の向上につなげます。 

 ２）特に近年の気象により、幼穂形成期の稲体への水不足を要因とする品質低下が見られ、良品質米確保の為に

も管理指導を徹底していきます。 

 

（４）【地域による品種別作付け目標と品種構成】 

    施設や労働力の効率的な配分を目指した作付け体系の普及を図るため、管内の品種別作付け普及割合は次

のとおりとし、「きぬむすめ」の作期を広げることにより栽培面積の拡大を進め、平坦部の等級改善に「つや姫」

の普及を進め、地帯別の作付け体系に取り組みます。 

１）管内における米の作付割合 

コシヒカリ      ６０％ 高品質・良食味対応 

きぬむすめ     ２５％ 作型分散、高温障害対策 

つや姫         ５％ 作型分散、高温障害対策 

その他        １０％ その他うるち・もち・醸造用含む 

 

２）地帯別作付け普及割合目標 

  邑南地域     コシヒカリの１等米比率が過去３年において９０％前後であり、品質が安定し、販売先に結びつ

いているコシヒカリの生産量を確保します。 

  美郷地域     コシヒカリの１等米比率が過去３年において７０％台であり、今後、コシヒカリの作付面積を５０％

に誘導し、きぬむすめとつや姫の作付面積を合わせて４０％に向けて拡大します。 

  川本・桜江地域  コシヒカリ1等米比率が過去３年において６０％台であり、コシヒカリの作付面積を４０％に誘導し、

きぬむすめとつや姫の作付面積を合わせて５０％に向けて拡大します。 

【地帯別作付け割合目標】 

地  域 

品 種   
邑南地域 美郷地域 川本・桜江地域 

コシヒカリ ８０％ ５０％ ４０％ 

きぬむすめ １０％ ３０％ ４０％ 

つや姫  ５％ １０％ １０％ 

その他  ５％ １０％ １０％ 

３）良品質米の生産と地帯別作付け誘導に向けた対策 

  品質低下を防ぐため高温対策による遅植を進め、良品質米の生産に取り組みます。 

    ○配達時期別価格差 ５月下旬配達 （５／２１～）    通常より１０％下げた価格 

 

（５）【生産履歴支援システムの活用と安全対策の取組】 

１）種子更新の徹底と生産履歴支援システムの活用により全量「ＪＡしまね米」を目指します。 

２）「農薬の適正保管・適正使用運動」を展開し、農薬の適正使用を徹底します。 

３）美味しまね認証の取り組みによる環境の保全への配慮、従事者の安全へ向けた取り組みを実施します。 
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 (６）【各種試験圃の設置】（事業費 ５０千円） 

１）高温障害対策として遅植え推進や水管理に対する作業体系を示します。 

２）新たな肥料・農薬について実証圃の設置し試験を行います。 

３）肥料・農薬等の低コスト資材や省力化を目的とした試験を行います。 

４）業務用多収穫米について、展示圃場を設置し試験を行います。（つきあかりの実証圃設置） 

 

（７）新規需要米と大豆の振興 

   交付金を活用し国が示す自給率向上を目的とした戦略作物を中心に以下の作物の振興を図ります。 

１）新規需要米の振興 

   生産調整と農家所得の確保を目的として水田を活用した新規需要米について振興を図ります。 

「飼料用米」・・・交付金を活用した所得確保を目的として、うるち米「きぬむすめ」による飼料用米に取り組み

ます。 

「飼料用稲」・・・団地化を図り、畜産農家及び収穫組織と連携し取り組みます。 

２）大豆の振興 

水田活用交付金対象である大豆について、栽培指導やサポート体制により団地化を図ります。 

２．園芸の振興 

《重点品目の振興》   

【１.白ネギの振興】                         (事業費 ２，５００千円) 

１）指導会を実施し品質向上を図り、増反を目指した機械化や、白ネギ出荷調整場を利用した栽培を生産者に促し

産地拡大を目指します。 

２）消費者に「島根おおち白ネギ」をＰＲするため販売促進活動を実施します。 

３）白絹・軟腐病対策として土壌消毒技術の普及を図ります。また、白絹・軟腐病対策として下記の農薬の助成を行い

ます。 

①オリゼメート粒・ユニホーム粒の予約注文分に対して１／３助成 

   ４）アザミウマ、ネギコガ、ハモグリバエ対策として、品質向上のため下記の農薬の助成を行います。 

①ダントツ粒剤の予約注文分に対して１／３助成 

５）面積拡大を目指して以下の苗代助成対策を実施します。（面積はミニネギ８枚/ａ、白ネギ６枚/ａで換算する） 

①１０ａ以上作付者に対して苗代助成  ５００円／枚 

②面積拡大部分助成 ２００円/枚 （前年作付面積より３ａ以上増反した生産者対象） 

③新規作付者に対して苗代半額助成（３ａ以上） 

④出荷調整施設利用料助成・・・①出荷規格３Ｌ，２Ｌ処理料金の１／３ ②出荷規格Ｌ３処理料金の１／４ 

 

【２.ナスの振興】                          (事業費 ６００千円) 

１）栽培面積拡大を目指して以下の助成対策を実施します。 

①新規生産者に支柱購入半額助成 

②面積拡大部分に支柱購入半額助成 

③新規生産者に接木苗の１／４助成 

④肥培管理の省力化とコスト低減を目的にサスペンジョンの購入１／３助成 

⑤新品種ＰＣ筑陽の試験圃場の設置 

 

【３.ミニトマトの振興】                       (事業費 ６００千円) 

 １）良品質、収量増を目的に以下の助成対策を実施します。 

①需要期（９月）の品質向上、収量増を目的に遮光資材購入助成 （助成額 事業費１／３（上限３０，０００円）） 

②天井ビニールの更新について助成（助成額 事業費１／３（上限３０，０００円）） 

③潅水資材（動力以外）の更新・購入助成。（助成額 事業費１／３） 

④アンジェレの接木苗代助成。（助成額 既存生産者１／３、新規・増反分１／２） 

⑤２条植え栽培の取り組みに対して、追加支柱・資材の購入助成 （助成額 事業費１／３（上限３０，０００円）） 

 

 

 

 

 



4 

 

【４.キャベツ・広島菜・レタスの振興】              (事業費 ８００千円)  

１）キャベツは県域品目に設定されている品目であり、各市場、県、ＪＡ本店、各地区本部と情報交換を行い有利販売に

努めます。 

２）広島菜は加工用原菜として需要があり、必要面積の作付け推進を行ない品質向上・収量増を図るために栽培指導

を行います。連作圃場での収量確保のためには根こぶ病対策が必要であり、予防剤に対する助成を行います。 

   ○根こぶ病対策 

① 予防剤（オラクル・ネビジン・フロンサイド）予約購入費に対して１／３助成 

３）広島菜生産拡大助成 増反部分の苗代助成 苗代１００円／箱又は種子購入費助成 ２／３  

４）春作レタス作付けの推進を行い、夏秋野菜出荷までの所得の確保を目指します。 

レタス 出荷箱代助成 １／４助成 

 

【５.畑用土壌改良材の助成】                   （事業費 ２００千円） 

 １）畑用土壌改良材（ミネラルＧ）の購入助成（１０％） 

   ・対象作物 （白ネギ・広島菜・キャベツ・カリフラワー・白菜・大根、高菜、あすっこ、ブロッコリー、レタス） 

   ・助成対象者（ＪＡに出荷申告されている生産者） 

   ・上限数量 （ミネラルＧ粉、粒、フレコン含む）３００㎏／１０ａを上限とする） 

 

【６.獣害対策品目の振興】                     （事業費 １５０千円） 

 １）ピーマンの新規生産者へ支柱・ネットの購入費の１／３助成 

 

【７.菌床しいたけの振興】                     （事業費 ４００千円) 

１）安定生産を目的に種菌メーカー（株）北研、森林組合・地域普及部と定期巡回を行います。 

２）生産拡大を図るため菌床ブロック助成（増加ブロック助成） 

令和元年度導入数より増加した数量に対して３０円助成 

３）上面発生栽培の普及による品質改善を行うため上面発生袋助成 事業費の１／３ 

 

【８.花卉の振興】                          （事業費 ３００千円) 

１）花卉の振興 

  ①露地花き・・・ケイトウを中心に女性部と連携し面積拡大及び所得増大を図ります。 

  ②施設花き・・・トルコギキョウ・スプレーストック年間を通して花きの販売による所得の増大を図ります。 

  出荷箱助成 購入費の１／３助成 

２）露地花卉類の振興 

鳥獣害被害で生産意欲低迷の生産者・地域に被害が受けにくい露地花卉類の提案・栽培講習会を行います。 

（新規花卉類） 

新規取組 種子・苗代購入助成 １／２助成（上限３０，０００円）  

 

【９．機能性液肥助成】                     （事業費 ２００千円) 

  １）収量向上を目的に、下記の液肥について助成対策を実施します。 

    ホスプラス、鉄力アクア、ペンタキープ・・・予約購入費の１／３助成 

 

【１０．腐植資材助成】                     （事業費 １５０千円) 

  １）作物の収穫量向上と肥効率向上のため以下の資材を助成対策を実施します。 

アヅミンの予約注文分に対して１／３助成 
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３．畜産の振興 

 地域での諸課題を高収益型畜産体制（畜産クラスター協議会）にて協議・改善し、畜産の収益性の向上に向け

た振興策を実施していきます。 

 平成２９年度より取り組んでいる畜産総合センター事業（子牛・繁殖雌牛の預かり事業）を活用することによ

り、農家支援と担い手育成を図り、繁殖雌牛の増頭と市場出荷頭数の拡大を図ります。 

 

１）和牛繁殖 

  繁殖雌牛の維持・増頭を図り収益の向上に取組みます。 

（畜産総合センター：平成３０年度利用実績：繁殖牛２２頭、子牛３５頭） 

島根県が振興している水田放牧と連携し、畜産農家の拡大に取り組みます。 

２）生産性向上への取組み 

  継続して実施している繁殖情報管理データを活用しながら、管内での分娩状況を関係機関で共有し、農家巡

回等により、母牛、子牛を把握しながら更新及び飼育管理指導を行い生産性向上に取組みます。 

（令和元年度巡回のべ件数：８４件） 

３）人工授精事業 

  繁殖性の向上、牛の生産維持向上を図り生産基盤維持を図ります。 

４）肉用牛改良への取り組み 

  ＪＡ畜産センターへの優良素牛導入を図り管内肉用牛改良への一助を図ります。 

 

行 動 計 画 

具 体 策 

① 畜産総合センターを活用した生産基盤維持に対する支援 

② 農家巡回指導の実施 

③  授精卵移植を活用した子牛生産向上に向けての取り組みの推進 

④ 担い手育成の推進 

（石見和牛プロジェクトを通して畜産人の育成） 
 

 

数値計画 令和元年度見込み 令和２年度目標 備考 

繁殖雌牛頭数（頭） ４０５ ４２０  

子牛出荷量（頭） ３０４ ３２３  

生乳（ｋｇ） ８，４２２，８５１ ８，４２３，０００  

販売金額（千円） １，２６１，９５４ １，２４９，８００  

出荷率（％） ７９．０ ７６．９  

４．食育活動 

  生産部会や青年連盟・女性部の活動を通じて農業・食の大切さを次世代の若い人たちに引き継いでいけるよう

努力して参ります。 

   １）島根おおち青年連盟・女性部主催の「愛菜カレーの日」の実施 

   ２）菌床しいたけ生産組合の菌育活動（小学校出張教室） 

   ３）その他ＪＡ独自の食育活動の実施 

 

５．地域活性化の活動 

  ＴＡＣと関係機関が連携しＵ・Ｉターン就農者を中心に地域へ定着する活動を通して地域の活性化を図ると共に、

担い手・法人の経営の安定と地域農業の活性化を支援します。 

１）新規就農者へ研修会等を開催し、栽培技術の向上、経営安定を支援します。 

２）大口予約注文を実施し、担い手・法人への肥料農薬その他資材の安価提供を行います。 

３）担い手人間ドックによる担い手や法人への健康づくりの支援を行います。 

４）ＪＡ本店と連携し地域の担い手と法人の経営分析を行い、経営の健全化への支援を行います。 

 


